
太田西山高校生
農政課農業振興係（内線614）

今年も
挑戦！！

全国高校生　　　　　　　　　　　　　　　へそば打ち選手権大会
常
陸
秋
そ
ば
発
祥
の
地
で
も
あ
る
本
市
の
高

校
生
が「
そ
ば
打
ち
甲
子
園
」に
挑
む
！
太
田
西

山
高
校
の
生
徒
が「
第
14
回
全
国
高
校
生
そ
ば

打
ち
選
手
権
大
会（
通
称：そ
ば
打
ち
甲
子
園
）」

出
場
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。今
年
で

3
度
目
の
挑
戦
で
、な
ん
と
初
の
2
チ
ー
ム
参

加
！
昨
年
に
引
き
続
き
挑
戦
す
る
3
年
生
4

人
に
加
え
、2
年
生
5
人
が
出
場
し
ま
す
。

今
大
会
で
は
、ル
ー
ル
が
一
部
変
更
さ
れ
、3

人
1
組
で
1
チ
ー
ム
と
な
り
、水
回
し
か
ら
切

り
ま
で
の
行
程
を
3
つ
に
分
け
、制
限
時
間
内

に
完
成
さ
せ
る
。ど
の
行
程
を
担
当
す
る
か
は

競
技
開
始
直
前
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。そ
ば
打
ち
各
工
程
の
技
術
や
仕
上
が

り
の
良
し
悪
し
は
も
ち
ろ
ん
、清
潔
さ
、片
付

け
等
も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。本
大

会
へ
の
出
場
に
あ
た
り
、「
高
校
生
が
そ
ば
打
ち
に

親
し
む
姿
を
通
し
て
、若
い
世
代
に
も
そ
ば
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
機
会
で
あ
り
、常
陸
秋

そ
ば
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
場
」と
市
常
陸

秋
そ
ば
協
議
会
も
力
が
入
り
ま
す
。練
習
会
で
は
、

「
い
ば
ら
き
蕎
麦
の
会
」が
全
面
協
力
！
技
術
指
導

を
は
じ
め
、生
徒
た
ち
と
大
会
で
の
入
賞
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

昨
年
出
場
の
経
験
を
生
か
し
、さ
ら
に
腕
に
磨
き

を
か
け
る
3
年
生
。そ
ん
な
先
輩
た
ち
に
続
け
と

そ
ば
打
ち
を
学
ぶ
2
年
生
。今
年
度
の
大
会
は
７

月
24
日
で
す
。両
チ
ー
ム
の
挑
戦
を
ぜ
ひ
応
援
し

ま
し
ょ
う
！

「今年は3位以内入賞を狙えます！」
と意気込む3年生といばらき蕎麦の
会の先生

2年目の挑戦となる3年生はすっか
りベテランの風格が漂います

「年々レベルが上がっています！」
と先生たちも生徒たちの成長を喜
びます

3年生　
會澤 椿さん
横山 瑠さん
梅原 経平さん
河野 美月さん

2年生
相浦 櫂さん
黒澤 大馳さん
鈴木 帆奈さん
宮本 啓太さん
山部 珠梨さん

先生も驚くスピードで成長する2年生の活躍にも期待！

大会当日の様子は
こちらから！
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市行政改革大綱 将来にわたり持続可能な行財政経営基盤の確立

効果的・効率的な行政経営

③組織機能の向上・強化 ③公営企業等の経営健全化・委託推進

効率的な徴収体制の構築

自主性・自立性の高い財政経営

基本方針

①市民協働の推進 ②職員の資質向上 ①安定的な財源の確保 ②財源の適正管理

主要事項

公営企業の経営健全化市民窓口サービスの向上

「
行
政
改
革
大
綱
」の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○窓口の利便性向上

・本庁舎1階窓口の改修、フロア
構成の見直し、デジタルサイ
ネージ（電子案内板）の設置によ
り、窓口の利便性向上を図った。

○水道事業の経営健全化

・水道料金の収納対策や経費削
減により、水道事業の経営基盤
の強化と安定を図った。

○債権管理の適正化推進

・22債権の徴収事務一元化を開
始し、滞納繰越分の収納率向上
を図った。

○市ホームページ・SNS等
の情報発信の強化

・行政情報アプリ「じょうづるさん
ナビ」運用に伴う職員向けの情
報発信研修会を実施した。

広報・広聴活動の充実

自主財源の確保第三セクターの経営健全化危機管理体制の整備

○自主防災組織の活動支
援

○防災体制の整備
・自主防災組織への支援と緊急
情報の伝達の整備に努めた。

○第三セクターの経営状
況の分析

○指定管理の適正化
・経営状況の分析、研修会の開催
により、課題の把握や改善に取
り組んでいる。

○収納率向上
○未利用財産の売却

・アプリからの納税や口座振替手
続きへの移行を可能とした。

・未利用財産を6件売却した。

○パブリック・コメントの
活用

○市民団体等との連携
・パブリック・コメントを4件実施した。
・社会福祉協議会と災害ボラン
ティアの職員研修会を共催した。

市民参画機会の充実

事業の整理合理化民間企業等への委託推進デジタル技術の
活用・事務の効率化

○電子申請の推進
○文書事務の電子化
○デジタル技術の活用

・電子申請を拡充した。
・文書事務の電子化に向けてシス
テム構築と環境整備を行った。

・AI技術等を業務に導入し効率化
を図った。

○民間委託の推進や既存
委託事業の見直し

・委託するにあたっての課題や費
用対効果の整理分析、既存委託
事業の評価と改善に取り組んで
いる。

○行政評価システムによ
る適切な事業管理

・第6次総合計画に基づく事業に
ついて、低評価の事業は見直し
を図っている。

○職員の未病改善対策の
実施

○ワーク・ライフ・バラ
ンスの推進

・人間ドック受診を促進した他、が
ん検診、ストレスチェック、メン
タルヘルス研修を実施した。

・臨床心理士による相談窓口を設
けた。

快適な職場環境づくり

柔軟性・機動性のある
組織体制

＊詳しくは、右記ＱＲコードから市ホームページ掲載の「令和5年度実施計画報告書」を
  ご覧ください。

○的確な組織運営と人員
配置

○人事評価制度の評価結
果の反映

○職員相互応援体制の整
備

・市道0139号線整備推進室の
開設、その他状況に応じた兼務
や人員配置・補充により、組織
体制を整えた。

○OJT 研修・階層別研修
の実施

○職員提案制度の充実
○職員の派遣研修・人事
交流の推進

・役職や能力に応じた研修、外部
機関への派遣による職員の資
質向上を目指している。

・職員からの「政策提案」、「業務
改善提案」を採用した。

人材の育成

定員・給与の適正化公有財産の整理合理化

○公共施設等総合管理計
画の推進

・施設の老朽化や利用状況に応
じて、維持管理、解体、建物廃止
を計画的に進めている。

○職員の定員適正化
○給与の適正化

・人事院勧告に基づく給与の引
上げを実施した。

経費の削減

○節電・節水の取組みとペーパーレス化
・水道および電気使用量の削減に取り組んでいる。
・紙媒体中心から電子媒体中心の事務へと切り替え、紙の文書にかか
る経費削減を継続している。

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
組
織
運
営
の
た
め
、令
和
２
年
３
月
に
、

令
和
２
年
度
〜
６
年
度
ま
で
を
推
進
期
間
と
す
る「
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
課
総
務
行
政
係（
内
線
３
３
９
）

問
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17

第2回市議会定例会

令和６年第２回市議会定例会は６月３日～17日まで開催。補正予算や条例改正の議案などが提出され、
次のとおりとなりましたので、主な内容をピックアップしてご紹介します。

６月議会で議決された主な事業・予算

可決
市家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

専決処分の報告
○市税条例・市都市計画税条例・市医療福祉費支給に関する条
例・市国民健康保険税条例の一部改正
○令和5年度常陸太田市一般会計補正予算

可決

承認

市個人番号の利用に関する
条例の一部改正

○行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律等の一部を改正する法律が令和5年6月9日
に公布され、その一部が令和6年5月27日から施行されたこ
とに伴う一部改正
○児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育
事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣
府令が令和6年3月13日に公布され、令和6年4月1日から施
行されたことに伴う一部改正

可決
市地区計画区域内における
建築物の制限に関する条例

の一部改正

○山吹運動公園周辺地区地区計画の区域内における建築物ま
たはその敷地について、新たに必要な制限を定めることによ
り、当該地区における適正な環境を確保するための一部改正

可決契約

可決市道路線 ○市道0139号線工事等委託契約

可決財産の処分 ○市有林の立木(スギ・ヒノキ)の売払い

○救助工作車購入の契約
○救助用資機材一式購入の契約
○普通消防ポンプ自動車購入の契約

◎議決結果（条例関係）
項目 内容 議決結果

項目 内容 議決結果

◎議決結果（その他の議案）

◎議決結果（予算関係）
項目 内容

○一般会計…6，511万6千円を増額令和6年度 補正予算

議決結果
可決

総務課総務行政係（内線３３９）問



竜神ダム

放流量
（40）

流入量
（100）

山田川

ダムの下流に流す水を減らす
　→下流の洪水被害の軽減

水の一部をためる
ためられる量（増）

従来の水をためられる量

事前
放流

竜神ダムのイメージ 事前放流のイメージ

流入量（100）

ほぼ満水
放流量（100）

同じ量

異常洪水時防災操作時のダム
【ダムに入ってくる水をためず、そのまま流す】

流入量（100）

放流量（40）貯水（60）

一部貯水

水をためてる時のダム
【下流に流す水の量を減らす】

竜神ダムの役割について

竜神ダムでは、ダム上流から入ってくる水の一部をダムにため、下流の川に流す水の量を減らすことにより、下流の洪
水被害を軽減する役割を果たしています。＊竜神ダムのイメージ参照
また、大雨が予測される時には、ダムにたまっている水を下流の川に事前に流し、大雨の前にダムの水位を下げ、ためら
れる水の量を従前より増やすことで、下流の洪水被害を軽減する機能を強化します。＊事前放流のイメージ参照

ダムから流す水の量が増えることにより、ダム下流の川で急激な水位の上昇が予測される場合は、警報局や警報車に
よりサイレンを鳴らしますので、サイレンが鳴った時は川には近づかないでください。
◆問：竜神ダム管理事務所（87-0653）／常陸太田工事事務所河川整備課（80-3364）

大雨時の竜神ダムの役割

山田川下流（竜神ダム～久慈川）区間におけるサイレンについて

大雨時のダムの役割と異常洪水時防災操作についてご紹介します。

ダムが満水になり、これ以上水をためられなくなった時に、ダムに入ってきた水がダムからそのまま自
然に流れ出すような状態になることをいいます。つまり、「ダムに流入する水の量＝ダムから放流する水
の量」とすることであり、『ダムが無かった場合の川の状態になること』です。
＊ダムにたまった水を余計に流すことではありません。

「異常洪水時防災操作」いわゆる緊急放流とは？
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国民年金通信 保険年金課年金医療係（内線118）
水戸北年金事務所（029-231-2283）

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
お
よ

び
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
が
10
年

以
上
必
要
で
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
所
得
が
少
な
い
場
合
や
、
失
業

等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
免
除
制
度
…
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が一定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険

料
の
全
部
ま
た
は一部
の
納
付
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

＊
失
業
等
に
よ
る
特
例
申
請
を
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

◆
納
付
猶
予
制
度（
20
歳
か
ら
50
歳
未
満

の
方
）
…
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

が一定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認

を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度
…
本
人
の
前
年

所
得
が一定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て

承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
請
に
は
、
学
生

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
学
生

証
の
写
し
等
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

免
除
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
ま
た
は
各
支

所
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

過
去
２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
カ
月
前

の
月
分
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
枚
の
免
除
申
請

書
に
つ
き
、
１
年
度
分
（
免
除
・
納
付

猶
予
は
７
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
、
学

生
納
付
特
例
は
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月

分
）
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
方
で
、
申
請
時
に
あ
ら
か
じ
め
翌

年
度
以
降
も
同
じ
免
除
区
分
で
の
申
請

を
希
望
し
た
場
合
、
翌
年
度
以
降
の
申

請
手
続
き
を
省
略
で
き
ま
す
。

＊
失
業
等
に
よ
る
特
例
申
請
で
承
認
さ

れ
た
方
を
除
く
。

＊
継
続
申
請
が
却
下
さ
れ
た
方
も
、
改

め
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
免
除

区
分
で
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除・猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
納
付（
追

納
）し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
市
役
所
窓
口
で
お
申
し
込
み

免
除・猶
予
制
度
の
種
類

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

申
請
方
法

申
請
期
間

継
続
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

お
困
り
の
と
き
は

免除・猶予の種類
全額免除
４分の３免除
半額免除
４分の１免除

納付猶予・学生納付特例

保険料（月額）
０円

4，250円
8，490円
12，740円
０円

【免除後の保険料額】

【「未納」と「納付」「免除」「猶予」 の違い】

老齢・障害・遺族年金の受
給資格期間への算入

○

○

納付

×

×

未納

○

○

全額
免除

○

○

一部
免除

○

×

納付猶予・
学生納付特例

老齢基礎年金額の計算
への反映

（＊1）保険料を全額納付した場合と比べて、受け取る年金額が少なくなります。
（＊2）一部免除については、免除された保険料を納付しないと「未納」と同じ扱いになります。

（＊2）

（＊1） （＊1、＊2）

＊令和6年度保険料…16,980円（月額）

く
だ
さ
い
。
な
お
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数
え
て
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た一定
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

届
出
に
よ
り
、
出
産
予
定
日
（
ま
た
は

出
産
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

カ
月
間
は
、
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
免
除
さ
れ
た
期
間
も
保
険
料
を
納

付
し
た
も
の
と
し
て
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
免
除
手
続
き
や
納
付
を
し
て
い

て
も
届
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
（
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
場
合
は
後
日
、
還
付
と
な
り
ま
す
）。

◆「
免
除
」、「
追
納
」、
お
よ
び
「
産
前

産
後
免
除
」
等
に
関
す
る
詳
し
い
内
容

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。日本年金機構

ホームページ

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料

免
除
に
つ
い
て
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● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111 20

INFORMATION
楽
し
い
話
や
安
売
り
目
当
て
に
通
っ
た
ら

高
額
な
商
品
を
買
う
は
め
に

・「
店
員
の
話
が
楽
し
い
」「
健
康
に
関
す
る
話
が
聞
け
る
」

「
食
品
が
安
く
手
に
入
る
」
な
ど
に
ひ
か
れ
て
、
会
場
等
に

通
い
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
通
い
続
け
て
顔
見
知
り
に
な
り
、
個
別
に
勧
誘
さ
れ
る
と
、
断

り
切
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
こ

と
が
第一で
す
。

・
こ
の
手
口
は
、
高
齢
者
の
健
康
不
安
や
日
常
的
な
寂
し
さ
な
ど

に
つ
け
込
ん
で
会
場
等
に
通
わ
せ
、
最
終
的
に
高
額
な
商
品
を
購

入
さ
せ
る
も
の
で
す
。
周
り
の
人
は
日
頃
か
ら
高
齢
者
の
様
子
に

気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

・
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

知
人
に
新
し
い
お
店
が
で
き
た
の
で
行
っ
て
み
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
行
っ
て
み
た
。
健
康
に
関
す
る
話
を
聞
け
て
楽

し
く
、
毎
日
通
っ
た
。
あ
る
時
、
血
圧
測
定
表
を
持
っ
て
く
る
よ

う
に
頼
ま
れ
、
店
の
人
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、「
血
小
板
が
少
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
病
気
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
高
額
な
健
康
食
品
を

勧
め
ら
れ
高
い
と
思
っ
た
が
威
圧
的
な
物
言
い
で
、
断
れ
ず
約
１

０
０
万
円
分
も
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。
後
日
病
院
に
行
き
検
査
し

た
と
こ
ろ
異
常
は
な
か
っ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

事 

例
◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

消
費
生
活
相
談

ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
へ
の
応
援
絵

手
紙
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
作
品

の
中
か
ら
、「
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
賞
」

お
よ
び「
Ｐ
Ｒ
大
使
賞
」を
決
定
し
、

受
賞
者
に
は
豪
華
賞
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
す
。

◆
申
込
期
間
：
７
月
14
日（
日
）〜

８
月
31
日
（
土
）
必
着

◆
申
込
方
法
：
は
が
き
裏
面
に
応

援
絵
手
紙
を
記
載
の
上
、
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
は
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先：水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
事
務

局
（
〒
３
１
０
‐
８
６
１
０　
水
戸

市
中
央
１
‐
４
‐
１
）

◆
問
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
73
‐
０
０
９
０
）

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
へ
の

応
援
絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す

特設ホームページ
はこちら！

常陸太田市からのお知らせ



● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。
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夏の交通事故防止県民運動および街頭キャンペーン
～ヘルメット　自分を守る　パートナー～

夏は、暑さや行楽などによる疲労や季節特有の解放感による飲酒運転、無謀運転を原因とする交通事故の
発生が懸念されます。一人ひとりが交通安全について考え、交通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り
組みましょう。

◆問：市民協働推進課（内線１７０）

街頭キャンペーン
交通安全啓発物を配布しながら、交通事故防止を呼びかけます。
◆とき：７月18日(木)午前10時～11時
◆ところ：道の駅ひたちおおた・下河合交差点

◆実施期間：７月15日（月・祝）～24日（水）
●子どもや高齢者などの歩行者への思いやりのある運転を心がけましょう。
●あおり運転（妨害運転）は重大な交通事故につながるきわめて悪質・危険な行為です。
　車を運転する際は、周りの車等に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持ちましょう。
●運転中にイヤホンやヘッドホン、携帯電話を使用する「ながら運転」は絶対にやめましょう。



申・問   総務課人事係（内線338）

令和7年4月採用予定の職員採用試験について
試験区分 採用予定

人員 職務内容 受験資格

若干名若干名 主に一般行政事務に
従事します。
主に一般行政事務に
従事します。

②事務職
（障がい者）
②事務職
（障がい者）

平成2年4月2日以降に生まれた方で、次の要件をすべて満たす高等
学校卒業以上の方（令和7年3月31日までに卒業見込みの方を含む）
○身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている方
○自力により通勤でき、かつ、介護者なしに事務職としての職務遂
行が可能な方
○通常の勤務時間（原則として、週38時間45分、1日7時間45分）に
対応できる方
○活字印刷文、パソコン画面による出題・口頭試問に対応できる方

10人程度10人程度①事務職①事務職 平成7年4月2日以降に生まれた方で、高等学校卒業以上の方（令和7
年3月31日までに卒業見込みの方を含む）

主に一般行政事務に
従事します。
主に一般行政事務に
従事します。

4人程度4人程度

平成2年4月2日以降に生まれた方で、下記①または②の要件を満た
す高等学校卒業以上の方（令和7年3月31日までに卒業見込みの方
を含む）
①土木に関する学科を卒業した方（令和7年3月31日までに卒業見
込みの方を含む）
②「技術士（建設または上下水道部門）」「ＲＣＣＭ（道路、上水道、下
水道、都市計画いずれかの部門）」「土木施工管理技士（1級または2
級）」のいずれか1つ以上の資格を有する方（令和7年3月31日まで
に資格取得見込みの方を含む）

主に技術的な職務に
従事します。
主に技術的な職務に
従事します。④土木技術職④土木技術職

1人程度1人程度
平成2年4月2日以降に生まれた方で、高等学校卒業以上、かつ、2級
建築士以上の資格を有する方（令和7年3月31日までに資格取得見
込みの方を含む）

主に技術的な職務に
従事します。
主に技術的な職務に
従事します。⑤建築職⑤建築職

若干名若干名
平成7年4月2日以降に生まれた方で「保育士の資格」および「幼稚園
教諭免許」の両方を有する方（令和7年3月31日までに資格取得見
込みの方を含む）

主に保育園保育士お
よび幼稚園教諭とし
て職務に従事します。

主に保育園保育士お
よび幼稚園教諭とし
て職務に従事します。

③保育士兼
幼稚園教諭
③保育士兼
幼稚園教諭

若干名若干名⑥消防職⑥消防職
平成7年4月2日以降に生まれた方で、高等学校卒業以上の方（令和7
年3月31日までに卒業見込みの方を含む）
＊救急救命士の資格を有する方を含む

消防業務等に従事し
ます。
消防業務等に従事し
ます。

市ホームページ
（採用試験案内）

◆試験の方法
【第１次試験】

試験区分 と　　き 内　　容試験会場

9月15日（日）午前8時50分から
〇教養試験・性格検査
　(マークシート方式（ＳＣＯＡ）)
〇適性検査（身体機能・運動能力）

⑥ 南消防署ほか

①②③
④⑤

8月24日（土）～9月14日（土）
（上記期間の1日を予約して受験します）

9月15日（日）午前8時50分から

教養試験・性格検査
（テストセンター方式（ＳＣＯＡ））

教養試験・性格検査
（マークシート方式（ＳＣＯＡ））

全国のテストセンター会場

市役所本庁舎

選
択

＊第２次試験合格者に対し、別途身体検査および資格調査があります。

【第 2次試験】

共通 10月下旬および11月初旬
（第1次試験合格者に通知します） 集団討論・作文試験・個別面談

と　　き 内　　容試験区分 試験会場

市役所本庁舎

◎採用試験案内は、市ホームページに掲載するほか、総務課  
   （本庁3階）または各支所で配布します。

＊申し込みには利用者登録が必要です。

◆採用時期：令和7年4月1日（火）

◆申込方法：いばらき電子申請・届出サービスから
　　　　　 お申し込みください。

◆申込期限：8月9日（金）午後5時15分

＊上記の資格に該当する方であっても、欠格事項に該当する方は受験できません。試験区分を重複して受験することはできません。
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平
成
16
年
に
発
足
以
来
、
市
内
お
よ

び
近
隣
の
小
学
生
を
対
象
に
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
経
験
し
て
も
ら
う

た
め
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
卒

団
後
に
は
、
中
学
・
高
校
へ
つ
な
が
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
基
礎
練
習
を

行
い
可
能
な
限
り
多
く
の
ボ
ー
ル
が

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
い
で
よ
!

打
て
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
活

動
実
績
は
、
関
東
大
会
・
全
日
本
大

会
へ
の
出
場
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま

す
。
他
活
動
は
、
外
部
講
師
に
よ
る

審
判
講
習
会
や
技
術
講
習
会
、
団
員

の
親
睦
を
深
め
る
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、一
緒
に
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

常陸太田ジュニアソフトテニススポーツ少年団

毎週土曜日、午前９時～正午

齋藤（090-3318-6664）
40人（男子11人、女子29人）

山吹運動公園テニスコート 他

Team Data

活動日時
活動場所

会 員 数
連 絡 先

み
ん
な
で

お
め
ん
を

つ
く
っ
た
よ
♪

市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
を
ご
紹
介
！

心
と
体
を
鍛
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
新
た
な
自
分
、

新
た
な
仲
間
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
た
ち
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

幸久幼稚園
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満１歳のお子さんの写真大募集！！

市内に住所を有する令和 5年 9月生まれのお子さん（9月号掲載分）
8月13日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　（内線 303）

対　　象
〆　　切
必要事項
申・問

１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下のＱＲコードを読み込んでス
マートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでもOKです。プリントした写真を持参や郵送していただくことも可能です。広報広聴
課までお送りください。 ＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

今月の表紙は、市の70年のあゆみを振り返りました。特集で
は、宮田市長とマシコタツロウさんのスペシャル対談や市民
の皆さんに聞いた市の好きなところ、今後の記念行事等につ
いて紹介しています。

表紙に
よせて

ホームページ

常陸太田市ホームページ・SNS

＊QRコードは（株）デンソーウェーブ登録商標です。
X エックス

池田 陽咲さん7月1日生まれ／天神林町

ひさき 並木 涼亮さん6月8日生まれ／馬場町

りょうすけ

石井 佑弥さん7月18日生まれ／木崎一町

うみ

内桶 颯咲さん7月7日生まれ／大里町

さら

益子 紗璃さん7月10日生まれ／寿町

さり

小野瀬 歩榎さん7月25日生まれ／金井町

ほのか濵田 侑芯さん7月20日生まれ／天神林町

ゆしん 猿田 唯登さん7月24日生まれ／天神林町

ゆいと

おめでとうございます

森山 維仁さん7月25日生まれ／天神林町

いと

友部 美空さん7月15日生まれ／山下町

ふみあ

7月で1歳ですはじめてのお誕生日

荻津 莉凰さん7月11日生まれ／馬場町

りお

椎名 葵音さん7月6日生まれ／木崎一町

あお手代木 詩温さん7月3日生まれ／天神林町

しおん




